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千
歳
第
四
発
電
所
で
の
暮
ら
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産
婆
さ
ん
の
こ
と 

一
九
四
六
年
八
月
十
日
に
私
は
千
歳
川
上
流
に
あ
る
第
四
発
電
所
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

太
平
洋
戦
争
に
負
け
た
翌
年
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
日
、
私
の
他
に
は
第
三
発
電
所
で

大
西
篤
く
ん
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
当
時
、
産
婆
さ
ん
は
千
歳
市
内
の
井
上
さ
ん
と
い

う
方
が
来
て
い
た
そ
う
で
す
。
篤
く
ん
は
深
夜
に
生
ま
れ
、
私
は
明
け
方
に
生
ま
れ
た

そ
う
で
す
か
ら
、
産
婆
さ
ん
は
一
睡
も
せ
ず
に
二
人
の
男
の
子
を
取
り
上
げ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。
当
時
、
第
四
発
電
所
に
は
一
〇
世
帯
が
住
む
社
宅
が
あ
り
ま
し
た
。
一
棟
二

戸
長
屋
が
五
軒
で
発
電
所
の
川
沿
い
の
土
手
の
上
に
あ
り
ま
し
た
。 

戦
後
ま
も
な
く
出
産
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、産
婆
さ
ん
も
大
忙
し
で
し
た
。特
に
、

冬
場
は
馬
橇そ

り

に
乗
っ
て
千
歳
か
ら
発
電
所
ま
で
駆
け
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
急
い
で

わ
だ
ち
を
踏
み
外
し
て
ひ
っ
く
り
返
り
、
な
か
の
炭
火
で
足
を
や
け
ど
し
た
こ
と
も
あ

っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。 

発
電
所
は
千
歳
川
沿
い
に
第
一
か
ら
第
五
ま
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
働
く
従
業
員
の
子

が
五
〇
人
ほ
ど
い
ま
し
た
か
ら
出
産
は
産
婆
さ
ん
と
隣
近
所
の
奥
さ
ん
た
ち
が
手
伝
っ

て
、
そ
こ
に
は
い
く
つ
も
の
ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。 

 

熊
の
こ
と 

 

こ
の
世
の
中
で
一
番
恐
ろ
し
い
こ
と
は
「
地
震
・
雷
・
火
事
・
オ
ヤ
ジ
」
と
聞
い
て

い
ま
し
た
。
私
は
大
き
く
な
っ
て
か
ら
も
「
オ
ヤ
ジ
」
の
こ
と
を
「
熊
」
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
春
と
秋
に
は
、
熊
が
民
家
近
く
に
出
没
す
る
こ
と
が
多
く
て
、
出
会
っ
た

人
も
多
く
い
ま
し
た
。
昭
和
二
十
九
年
九
月
二
十
七
日
、
一
五
号
台
風
の
翌
朝
、
倒
木

で
道
が
ふ
さ
が
れ
、
バ
ス
が
不
通
に
な
り
、
徒
歩
で
集
団
登
校
し
て
い
る
時
に
熊
に
遭

遇
し
ま
し
た
。
子
連
れ
の
熊
は
、
四
〇
〇
㍍
前
方
に
い
ま
し
た
。
一
〇
人
ほ
ど
い
た
子

ど
も
た
ち
は
、
声
を
出
し
て
泣
き
ま
し
た
。
通
り
か
か
っ
た
杣
夫

そ
ま
ふ

が
、
私
た
ち
を
引
率

し
て
熊
が
通
り
過
ぎ
る
の
を
待
っ
て
無
事
で
し
た
。
熊
の
被
害
に
あ
っ
た
話
は
、
冬
の

大
人
た
ち
の
夜
話
で
よ
く
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
、
山
で
遊
び
、
川
で

魚
と
り
を
す
る
機
会
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
熊
の
こ
と
が
頭
か
ら
離
れ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

山
の
小
学
校 

水
明
小
・
中
学
校
に
入
学
し
た
の
は
、
昭
和
二
十
七
年
の
こ
と
で
す
。
そ
の
こ
ろ
は
、

軽
便
鉄
道
が
既
に
廃
止
さ
れ
て
第
四 

発
電
所
か
ら
苫
小
牧
ま
で
バ
ス
が
運 

行
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
朝
七
時
三
十 

分
頃
に
バ
ス
が
第
四
発
電
所
の
「
山 

の
上
」
か
ら
出
発
し
、
三
十
分
ほ
ど 

で
第
一
発
電
所
に
あ
る
水
溜

み
ず
た
め

に
あ
る 

学
校
に
到
着
す
る
と
い
う
毎
日
で
し 

た
。
入
学
当
時
は
複
式
学
級
で
一
年 

生
と
四
年
生
、
二
年
生
と
五
年
生
、 

三
年
生
と
六
年
生
が
同
じ
教
室
の
中 

で
一
人
の
先
生
に
授
業
を
受
け
て
い 

ま
し
た
。
音
楽
の
時
間
、
私
が
大
き 

な
声
で
独
唱
す
る
と
背
中
合
わ
せ
に 

授
業
を
受
け
て
い
た
姉
が
「
ば
か
み 
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た
い
な
大
き
な
声
で
歌
わ
な
い
で
」
と
休
み
時
間
中
に
頭
を
叩
か
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
今
で
は
、
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、
算
数
の
時
間
、
私
が
先
生
に
答

え
を
迫
ら
れ
る
と
、
背
中
合
わ
せ
の
姉
が
答
え
を
言
っ
て
し
ま
い
、
二
人
と
も
廊
下
で

立
た
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

「
山
の
学
校
」
の
ユ
ニ
ー
ク
な
と
こ
ろ
は
、
秋
に
は
学
校
で
冬
場
使
う
マ
キ
ス
ト
ー

ブ
の
柴
拾
い
に
半
日
出
掛
け
て
、
そ
の
間
、
先
生
が
山
の
中
で
歌
を
う
た
っ
た
り
、
国

語
の
文
章
の
暗
唱
な
ん
か
を
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
苺
つ
み
や
、
炊
事
遠
足
な
ど
の

課
外
授
業
が
多
く
、
今
も
そ
の
こ
と
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
冬
は
、
三
〇
〇

坪
ほ
ど
あ
る
屋
外
グ
ラ
ン
ド
に
放
水
し
て
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
を
つ
く
り
、
ス
ケ
ー
ト
を

楽
し
み
ま
し
た
。
先
生
は
、
小
学
校
の
そ
ば
の
教
員
住
宅
に
住
ん
で
い
て
、
発
電
所
の

従
業
員
と
一
緒
に
な
っ
て
所
内
の
行
事
に
参
加
し
、
先
生
と
父
兄
の
絆
が
し
っ
か
り
し

て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

当
時
、
藤
の
沢
（
第
四
発
電
所
と
第
三
発
電
所
の
中
間
に
あ
っ
た
）
に
も
子
ど
も
た

ち
が
い
て
、
水
明
小
・
中
学
校
に
通
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
藤
の
沢
の
子
ど
も
た
ち

は
弁
当
を
食
べ
る
と
き
に
、
惣
菜
を
手
で
隠
し
て
食
べ
る
子
も
い
た
り
し
て
、
教
室
全

員
の
子
が
弁
当
を
手
で
隠
し
て
食
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昼
に
な
る
一
時
間
く
ら

い
前
か
ら
教
室
の
窓
際
に
あ
る
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
ア
ル
マ
イ
ト
の
弁
当
を
置
い
て
温
め
、

熱
く
て
や
け
ど
を
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
頃
の
弁
当
の
惣
菜
は
、
梅
干
と
佃
煮

と
卵
焼
き
が
あ
れ
ば
良
い
ほ
う
で
し
た
。 

 

発
電
所
の
こ
と 

昭
和
十
五
年
十
一
月
、
私
の
父
は
第
四
発
電
所
の
従
業
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
同
三

十
五
年
恵
庭
発
電
所
に
転
勤
す
る
ま
で
の
間
二
〇
年
間
、
家
族
と
と
も
に
、
山
で
発
電

所
生
活
を
し
ま
し
た
。
父
は
、
私
が
小
学
四
年
生
の
夏
、
発
電
所
で
鉄
柱
を
担
ぎ
、
四

万
ボ
ル
ト
の
裸
線
に
吸
い
寄
せ
ら
れ
る
と
い
う
事
故
に
遭
い
ま
し
た
。
四
万
ボ
ル
ト
の

電
流
が
、
ど
ん
な
も
の
な
の
か
私
に
は
す
ぐ
に
は
飲
み
込
め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
病
院

に
運
ば
れ
た
父
の
右
肩
か
ら
右
手
に
電
流
が
抜
け
た
大
き
な
穴
を
見
た
と
き
に
、
電
流

の
恐
ろ
し
さ
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
父
は
奇
跡
的
に
助
か
り
二
ヵ
月
間
で
退
院
し
ま
し

た
。電
流
事
故
や
堰
堤
で
の
作
業
事
故
は
幾
度
か
あ
っ
て
、危
険
を
伴
う
仕
事
で
し
た
。

そ
の
後
、
毎
朝
、
神
棚
に
手
を
合
わ
せ
、
ゴ
ム
手
袋
と
ゴ
ム
長
靴
を
履
く
父
の
姿
を
見

な
が
ら
、
事
故
の
な
い
毎
日
が
い
か
に
大
切
か
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。 

 

発
電
所
の
人
び
と 

第
四
発
電
所
の
す
ぐ
下
流
に
国
営
の
さ
け
・
ま
す
ふ
化
場
が
あ
り
ま
し
た
。
師
走
に

入
る
と
孵
化
場
の
職
員
の
人
が
ホ
ッ
チ
ャ
レ
と
言
っ
て
産
卵
後
の
鮭
を
持
参
し
て
く
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
鮭
は
ふ
化
場
の
周
辺
に
秋
口
に
な
る
と
川
が
真
っ
黒
く
な
る

ほ
ど
遡
っ
て
き
て
、
産
卵
し
、
よ
く
鮭
の
群
れ
の
中
に
棒
を
立
て
て
も
倒
れ
な
い
と
い

う
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
く
ら
い
群
れ
た
鮭
が
遡
っ
て
き
た
も
の
で
す
。
父
は
、

青
年
時
代
か
ら
ラ
ジ
オ
を
作
る
こ
と
を
得
意
と
し
て
い
た
の
で
、
藤
の
沢
に
住
ん
で
い

る
人
た
ち
が
ラ
ジ
オ
の
修
理
を
頼
み
に
よ
く
家
に
来
て
い
ま
し
た
。 

小
学
五
年
生
の
時
に
火
事
が
あ
り
ま
し
た
。
二
軒
隣
の
社
宅
か
ら
出
火
し
て
木
造
長

屋
は
瞬
く
ま
に
燃
え
上
が
り
ま
し
た
。
消
火
設
備
の
無
か
っ
た
当
時
は
、
川
か
ら
手
押

し
ポ
ン
プ
で
放
水
し
た
あ
と
は
、社
宅
の
周
り
に
あ
っ
た
洗
濯
用
の
共
同
井
戸
の
水
で
、

大
人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
な
っ
て
消
火
に
あ
た
り
ま
し
た
。
夜
だ
っ
た
の
で
、
炎
は
大

き
く
空
ま
で
の
ぼ
り
、
二
㌔
先
の
第
三
発
電
所
か
ら
も
見
え
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
第

三
発
電
所
の
従
業
員
が
数
名
、
走
っ
て
加
勢
に
来
た
時
、
大
き
な
拍
手
が
あ
が
っ
た
の

を
今
も
覚
え
て
い
ま
す
。 

発
電
所
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
夏
の
小
学
校
運
動
会
と
冬
の
ス
キ
ー
大
会
で
し
た
。

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
総
出
で
、
数
日
前
か
ら
準
備
を
し
、
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
ま

し
た
。
運
動
会
は
大
人
の
競
技
も
あ
っ
て
、
小
学
校
の
運
動
会
と
言
う
よ
り
は
、
村
内 
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の
交
流
行
事
で
お
祭
り
の
よ
う 

 

な
賑
わ
い
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

買
い
物
は
、
千
歳
よ
り
も
苫
小

牧
が
多
く
、
王
子
製
紙
が
経
営
す

る
苫
小
牧
の
配
給
所
で
日
用
品

や
雑
貨
を
買
う
た
め
、
土
曜
日
や

日
曜
日
は
、
家
族
連
れ
で
買
出
し

を
し
た
も
の
で
す
。 

父
は
、
千
歳
や
恵
庭
に
知
り
合

い
が
多
か
っ
た
の
で
、
夏
場
は
、

私
を
自
転
車
の
荷
台
に
の
せ
て
、

よ
く
千
歳
や
恵
庭
に
買
い
物
に

連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
千

歳
の
古
谷
呉
服
店
の
店
内
の
広

さ
と
品
数
の
多
さ
に
び
っ
く
り 

し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。 

 

山
の
音
・
川
の
音 

 

生
ま
れ
て
か
ら
十
三
歳
ま
で
川
の
音
を
聞
き
な
が
ら
育
ち
ま
し
た
。
都
会
に
住
む
よ

う
に
な
っ
て
車
の
騒
音
で
眠
れ
ぬ
日
、
川
の
音
の
入
っ
た
Ｃ
Ｄ
を
聞
き
な
が
ら
眠
る
こ

と
が
最
近
、
ず
い
ぶ
ん
と
多
く
な
り
ま
し
た
。
山
の
音
も
そ
う
で
す
。
小
鳥
の
さ
え
ず

り
、
夕
暮
れ
時
に
な
く
カ
ラ
ス
の
鳴
き
声
、
ヤ
マ
ガ
ラ
や
ウ
ソ
な
ど
の
さ
え
ず
り
も
い

ま
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
今
思
う
こ
と
で
す
が
、
あ
の
広
大
で
厳
寒
の
自
然
環

境
の
中
で
育
っ
た
こ
と
が
私
の
最
大
の
自
慢
で
す
。 

 

千
歳
発
電
所
の
お
い
た
ち
（
主
な
る
出
来
ご
と
） 

「
千
歳
発
電
所
ふ
る
さ
と
会
」
が
編
さ
ん
し
た
も
の
。
表
記
等
、
一
部
修
正
を
加
え

た
。 

                      

明
治
２ ４

・
12
・
20 

７
・
２
・
８ 

18
・
３
・
26 

27 27
〜
28 

36
・
９
〜
10 

37
〜
38 

37
・
10 

 

38
・
３
・
26 

 

39
・
６
・
６ 

40
・
５
・
20 

 

40
・
９
・
12 

41
・
６ 

41
・
７
・
15 

 

41
・
９
・
17 

42
・
５
・
15 

 
42
・
10 

43
・
４
・
18 

43
・
６
・
17 

43
・
７
・
31 

千
歳
郡
・
烏
柵
舞
村
と
し
て
誕
生 

樽
前
山
大
噴
火
・
樽
前
（
現
苫
小
牧
市
）
地
方
火
山
灰
二
五
㌢
を
記
録 

樽
前
山
大
噴
火
（
そ
の
他
の
記
録
な
し
） 

右
に
同
じ 

（ 
 
 

〃 
 
 

） 

支
笏
湖
に
姫
鱒
養
殖
の
仮
ふ
化
場
出
来
る 

日
清
戦
争 

鈴
木
梅
四
郎
専
務
一
行
、
支
笏
湖
周
辺
・
苫
小
牧
地
方
視
察 

日
露
戦
争 

支
笏
湖
地
域
に
於
け
る
一
切
の
水
利
権
願
い
道
庁
を
提
出 

（
明
治
三
十
八
年
四
月
十
五
日
許
可
） 

千
歳
川
カ
マ
ソ
ウ
の
滝
付
近
（
現
在
の
第
二
発
電
所
付
近
）
に
水
力
工

場
新
設
を
道
庁
に
出
願
（
明
治
三
十
九
年
四
月
七
日
許
可
） 

千
歳
第
二
発
電
所
用
水
利
願
書
、
道
庁
へ
提
出 

支
笏
湖
口
よ
り
烏
柵
舞(

カ
マ
ソ
ウ)

に
至
る
水
路
工
事
並
堰
堤
工
事

着
工 

苫
小
牧
分
社
発
電
所
工
事
、
大
倉
組
に
請
負
せ
る 

山
線
、
苫
小
牧
村
よ
り
烏
柵
舞
（
水
溜
）
支
笏
湖
ま
で
開
通 

ネ
ッ
ソ
ウ
の
滝
下
に
工
事
用
仮
発
電
所
完
成
（
出
力
四
〇
〇
馬
力
・
三

四
五
ボ
ル
ト
・
三
〇
七
㌔
ボ
ル
ト
ア
ン
ペ
ア
） 

苫
小
牧
工
場
・
仮
発
電
所
間
の
送
電
線
路
完
成 

樽
前
山
大
噴
火
。
道
庁
の
命
令
に
依
り
工
事
関
係
者
苫
小
牧
へ
避
難 

降
灰
地
域
八
五
㌔
㍍
に
及
ぶ
（
別
の
資
料
に
三
月
三
十
日
と
記
録
） 

滝
の
上
堰
堤
並
水
溜
工
事
完
成 

発
電
所
第
一
期
工
事
完
成
（
二
五
〇
〇
㌔
㍗
×
四
台
） 

苫
小
牧
工
場
ま
で
一
五
〇
〇
〇
馬
力
送
電
線
路
完
成 

苫
小
牧
工
場
新
聞
用
紙
抄
出
（
一
〇
〇
ｍ
／
ｃ
） 
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明
治
43
・
９
・
12 

44
・
11
・
19 

45
・
１
・
15 

大
正
１
・
10
・
１ 

３
・
６ 

４
・
４
・
１ 

５
・
３ 

５
・
９ 

６
・
３ 

７
・
７ 

７
〜
９ 

８
・
12 

９
・
１ 

９
頃 

10
頃 

 

10
頃 

 

年
代
不
明 

 

10
・
２
・
４ 

年
代
不
明 

10
・
５
・
１ 

11
・
７
・
22 

12
・
２ 

12
・
４
・
１ 

12
・
４
・
８ 

14 14
・
６
・
26 

苫
小
牧
工
場
新
聞
用
紙
の
販
売
開
始
（
創
立
記
念
日
） 

小
樽
電
気
株
式
会
社
へ
の
売
電
（
四
一
〇
馬
力
）「
札
樽
線
」 

札
幌
水
力
電
気
株
式
会
社
へ
売
電
（
二
〇
〇
〇
馬
力
） 

王
子
小
学
校
第
一
発
電
所
高
台
に
て
開
校
（
大
高
先
生
夫
妻
） 

発
電
所
第
二
期
工
事
完
成
（
五
号
機
五
〇
〇
〇
㌔
㍗
） 

千
歳
村
・
烏
柵
舞
村
と
合
併
。
千
歳
村
字
烏
柵
舞
と
な
る 

カ
マ
ソ
ウ
の
滝
付
近
に
千
歳
第
二
発
電
所
完
成 

発
電
所
第
三
期
工
事
完
成
（
六
号
機
五
〇
〇
〇
㌔
㍗
） 

王
子
小
学
校
第
一
回
卒
業
式
（
小
西
寛
氏
他
六
名
） 

千
歳
第
三
発
電
所
完
成 

第
一
次
世
界
大
戦
（
不
況
・
・
・
米
騒
動
起
る
） 

王
子
病
院
千
歳
診
療
所
出
来
る
（
鈴
木
定
一
先
生
） 

千
歳
第
四
発
電
所
完
成 

水
溜
に
鎌
田
豆
腐
店
開
業
（
昭
和
十
九
年
廃
業
） 

谷
本
亀
氏
発
電
所
に
郵
便
取
扱
所
開
設
（
昭
和
十
年
局
に
な
る
、
昭
和

十
二
年
十
二
月
支
笏
湖
へ
移
る
） 

水
溜
に
及
川
商
店
・
谷
本
商
店
出
来
る
（
昭
和
十
九
年
頃
廃
業
） 

（
そ
の
後
田
尾
商
店
・
・
・
浜
崎
商
店
に
な
る
） 

水
溜
に
請
願
巡
査
、
住
宅
を
置
く
（「
後
駐
在
所
」
昭
和
二
十
年
頃
支
笏

湖
へ
移
る
） 

一
三
時
頃
、
中
社
宅
春
日
井
氏
宅
よ
り
出
火
、
二
棟
八
戸
全
焼
す 

支
笏
湖
水
位
低
下
に
依
り
川
堀
り
す
る 

苫
小
牧
市
街
大
火
で
大
半
焼
け
る
、
工
場
社
宅
被
害
な
し 

摂
政
宮
支
笏
湖
・
発
電
所
方
面
に
行
啓 

樽
前
山
大
噴
火
（
こ
の
年
四
回
程
有
り
）
被
害
不
明 

王
子
小
学
校
に
高
等
科
設
置
三
学
級
に
成
る
（
川
崎
校
長
） 

大
暴
雨
有
り
発
電
所
各
地
に
被
害
有
り 

水
溜
に
説
教
所
（
満
願
寺
の
前
身
）
出
来
る 

三
時
三
五
分
頃
、
第
一
発
電
所
三
号
水
圧
管
破
裂
に
依
り
土
砂
所
内
に

流
入 

昭
和
２
・
９
・
２ 

 

２
・
12
・
４ 

３
・
２ 

 

３
・
２
・
21 

  

５
・
８
・
20 

 

６
・
４
・
15 

６
・
６
・
12 

６
・
６
・
21 

７
・
５
・
３ 

10
・
９
・
28 

   

11
・
５
・
２ 

11
・
７
・
11 

   

11
・
８
・
19 

 
15
・
２
・
16 

15
・
７
・
10 

16
・
２ 

16
・
12
・
８ 

連
日
の
大
雨
に
依
り
支
笏
湖
水
位
上
昇
、昭
和
十
一
年
十
月
ま
で
旧
川

放
水 

小
川
徳
太
郎
氏
感
電
事
故
、
火
傷
を
帯
び
王
子
病
院
に
入
院 

水
溜
児
童
合
宿
落
成
、
第
三
・
第
四
発
及
び
牛
の
沢
（
藤
の
沢
）
方
面

の
通
学
生
を
冬
季
期
間
収
容 

千
歳
第
一
発
電
所
二
号
水
車
主
弁
破
裂
事
故 

水
圧
（
流
）
に
依
り
屋
根
十
坪
吹
き
飛
ば
す
、
人
命
に
別
状
な
し 

一
号
・
二
号
・
三
号
発
電
機
冠
水
使
用
不
能
に
成
る 

一
五
時
三
〇
分
頃
水
溜
よ
り
大
量
の
ゴ
ミ
を
含
む
土
砂
押
し
寄
せ
る
、

現
場
内
に
侵
入 

王
子
小
学
校
公
立
烏
柵
舞
尋
常
高
等
小
学
校
に
改
称
（
高
倉
校
長
） 

支
笏
湖
水
位
急
上
昇
・
・
・
旧
川
放
水
す
る 

千
歳
第
三
発
電
所
水
車
主
軸
亀
裂
を
発
見
、
九
月
十
九
日
取
替
完
了 

千
歳
第
一
発
電
所
No
五
号
機
風
導
増
設
工
事
始
ま
る 

こ
の
日
九
時
〜
一
四
時
頃
ま
で
未
曾
有
の
大
豪
雨
あ
り
、被
害
甚
大
な

り
、
第
二
発
電
所
付
近
に
於
い
て
大
小
十
ヵ
所
山
崩
の
た
め
放
水
路
・

道
路
・
埋
没
、
決
壊
し
所
内
浸
水
、
第
一
に
於
い
て
溢
水
路
埋
没
土
砂

に
依
り
事
務
所
・
修
理
工
場
埋
ま
る
、
そ
の
他
電
柱
倒
折
損
事
故
多
し 

発
電
所
屋
根
コ
ン
ク
リ
ー
ト
張
り
よ
り
マ
ル
ソ
イ
直
張
り
に
改
良
す 

大
雨
有
り
（
滝
上
二
四
七
・
六
㍉
、
水
溜
二
〇
八
㍉
）
滝
ノ
上
水
位
六
・

〇
一
〇 

規
定
よ
り
約
五
〇
㌢
オ
ー
バ
ー
、
旧
川
放
水
、
下
流
各
発
電
所
少
々
被

害
有
り 

九
時
頃
滝
ノ
上
取
入
口
川
側
壁
随
道
口
よ
り
五
五
㍍
崩
壊
事
故
発
生 

十
月
五
日
復
旧
工
事
完
成
す
、
四
七
日
間 

支
笏
湖
取
入
口
川
ザ
ラ
イ
を
施
工 

千
歳
第
二
発
電
所
水
車
主
軸
折
損
事
故
発
生 

千
歳
第
五
発
電
所
完
成 

太
平
洋
戦
争
起
る
、
従
業
員
並
子
弟
の
出
征
始
ま
る 
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昭
和
17
・
５
・
１ 

17
・
７
・
17 

18 19
〜
20 

20
・
８
・
15 

21
・
４
・
10 

21
・
４
・
11 

21
〜
26 

22
・
５
・
14 

 

22
〜
25 

24
・
１
・
24 

24
・
４
・
１ 

24
・
８
・
１ 

 

25
・
４ 

25
〜
30 

25
・
８
・
１ 

 

25
・
11
・
20 

26
〜
31 

26
・
４
・
１

26
・
４
・
１ 

26
・
５
・
11 

 

26
・
５ 

26
〜
36 

26
・
10
・
９ 

 

27
・
11
・
３ 

千
歳
村
・
町
制
施
行
、
千
歳
町
字
烏
柵
舞
と
な
る 

千
歳
第
二
発
電
所
堰
堤
水
路
に
て
工
藤
政
次
郎
氏
殉
職
す 

防
空
の
た
め
現
場
外
壁
ペ
ン
キ
塗
り 

陸
軍
施
設
部
隊
駐
屯 

太
平
洋
戦
争
終
る
。
復
員
始
ま
る 

王
子
製
紙
労
働
組
合
千
歳
支
部
結
成
大
会 

勤
務
制
度
・
三
交
替
八
時
間
制
度
に
成
る 

米
軍
（
進
駐
軍
）
千
歳
の
町
へ
・
・
・
世
情
騒
々
し
い 

送
電
線
路
（
場
所
不
明
）
山
火
事
に
依
り
電
柱
三
本
焼
く 

発
電
所
青
年
団
組
織
と
し
て
新
生
会
発
足
、
昭
和
二
十
五
年
ま
で
続
く 

発
電
所
お
祭
り
に
職
場
相
撲
大
会
開
く 

小
学
校
校
舎
水
溜
に
移
転
落
成 

中
学
校
千
歳
分
校
と
し
て
開
校
・
・
・
後
の
水
明
中
学
校 

王
子
製
紙
Ｇ
・
Ｈ
・
Ｑ
の
命
に
依
り
三
社
に
分
割
・
苫
小
牧
製
紙
と
な

る 山
線
、
丸
山
（
十
三
哩
）
よ
り
バ
ス
に
変
る
（
丸
山
・
水
溜
・
第
四
間
） 

昭
和
二
十
五
年
よ
り
秋
（
九
月
）
に
所
内
運
動
会
を
開
催
す 

七
月
三
十
一
日
よ
り
苫
小
牧
地
方
に
大
豪
雨
有
り
工
場
内
に
侵
入
運
転

不
能
と
な
る
、
午
後
ま
で
送
電
停
止 

千
歳
第
二
発
電
所
水
車
主
軸
折
損
事
故 

冬
季
期
間
毎
年
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
造
る
・
・
・
ス
ケ
ー
ト
大
会 

烏
柵
舞
村
の
内
、
発
電
所
一
帯
を
水
明
郷
と
改
称 

烏
柵
舞
小
学
校
を
水
明
小
・
中
学
校
と
改
称 

千
歳
第
一
発
電
所
配
電
盤
改
修
工
事
始
ま
る
。
昭
和
二
十
八
年
八
月
十

四
日
終
了 

山
線
・
全
線
バ
ス
運
行
と
な
る 

お
祭
り
に
樽
み
こ
し
の
行
事
（
毎
年
） 

千
歳
第
一
発
電
所
配
電
盤
改
修
工
事
に
具
る
Ｏ
・
Ｃ
・
Ｂ
工
事
に
て
、

竹
野
初
太
郎
氏
殉
職 

水
明
小
学
校
四
十
周
年
記
念
式
典
（
王
子
小
学
校
以
来
） 

昭
和
28
・
３
・
４ 

28
・
９
・
20 

29
・
２
〜
３ 

29
・
６
・
29 

29
・
９ 

29
・
９
・
30 

30
・
７ 

30
・
10
・
15 

30
・
12 

31
・
10
・
15 

31
・
10
・
25 

 

31
・
12 

32
・
２
・
７ 

33
・
７
・
１ 

33
・
12 

 

33
〜
34 

34
・
９
〜
11 

 

35
〜
37 

35 35
・
４ 

35
・
８
・
１ 

 
35
・
９
・
26 

36
・
５
・
24 

37
〜
42 

38 38 
滝
の
上
取
入
口
支
笏
湖
よ
り
大
量
の
流
氷
の
た
め
取
水
不
能
と
な
る 

高
坂
富
蔵
さ
ん
熊
に
襲
わ
れ
て
死
亡 

樽
前
登
山
盛
ん
・
・
・
ス
キ
ー
ブ
ー
ム 

従
業
員
家
族
札
幌
へ
旅
行
（
動
物
園
・
植
物
園
） 

従
業
員
、
家
族
、
支
笏
湖
・
オ
コ
タ
ン
ペ
湖
に
ハ
イ
キ
ン
グ 

水
明
小
・
中
学
校
校
舎
改
築
落
成 

従
業
員
、
バ
ス
（
専
用
バ
ス
使
用
）
に
て
尻
別
発
電
所
へ
研
修
旅
行 

千
歳
第
一
発
電
所
一
・
二
号
水
圧
管
改
修
工
事
完
了
・
・
・
通
水
式 

千
歳
第
四
発
電
所
社
宅
一
棟
二
戸
全
焼 

千
歳
第
一
発
電
所
三
・
四
号
水
圧
管
改
修
工
事
完
了
・
・
・
通
水
式 

千
歳
第
二
発
電
所
自
動
化
完
成
、
第
一
発
電
所
よ
り
遠
方
制
御
方
式
に

成
る 

千
歳
第
四
発
電
所
自
動
化
完
成
、
一
人
制
御
方
式
に
成
る 

千
歳
第
三
発
電
所
自
動
化
完
成
、
一
人
制
御
方
式
に
成
る 

千
歳
市
市
制
施
行
、
千
歳
市
水
明
郷
と
成
る 

千
歳
第
五
発
電
所
自
動
化
完
成
、
第
一
発
電
所
よ
り
遠
方
制
御
方
式
に

成
る 

王
子
争
議
一
四
五
日
間
の
ス
ト
ラ
イ
キ 

自
動
化
に
依
り
第
三
・
四
社
宅
水
留
に
集
中
化
・
・
・
勤
務
員
ジ
ー
プ

に
て
通
勤
体
制
と
成
る 

第
一
・
二
・
滝
の
上
社
宅
水
溜
に
集
中
化 

恵
庭
発
電
所
自
動
化
完
成
、
一
人
制
御
方
式
に
成
る 

王
子
専
用
バ
ス
、
王
子
不
動
産
に
移
管 

王
子
製
紙
工
業
株
式
会
社
よ
り
王
子
製
紙
株
式
会
社
に
改
称 

（
昭
和
二
十
七
年
六
月
、
苫
小
牧
製
紙
よ
り
王
子
製
紙
工
業
に
改
称
） 

従
業
員
、
家
族
、
石
狩
方
面
へ
旅
行 

支
笏
湖
畔
（
丸
山
地
区
）
植
樹
祭
に
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
御
臨
席 

大
相
撲
場
所
毎
に
星
取
勝
負
始
ま
る 

診
療
所
廃
止
・
・
・
鈴
木
定
一
医
師
定
年
退
職 

満
願
寺
・
・
・
廃
寺
、
中
央
院
（
苫
）
に
移
管 
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昭
和
38
・
９ 

39
・
４
・
３ 

39
・
９ 

40
・
９ 

41
・
３
・
15 

41
・
９
・
１ 

41
・
９ 

41
・
11
・
11 

42
・
８
・
27 

42
・
12 

43 44
・
１
・
30 

44
・
８
・
23 

 

47
・
７
・
１ 

 

48
・
10 

49
・
５ 

49
・
６
・
21 

49
・
９
・
12 

49
・
10 

ク
ラ
ブ
を
水
溜
に
移
改
築
の
上
、
厚
生
会
館
と
早
川
工
場
長
が
命
名 

水
明
小
学
校
廃
校
、
支
笏
湖
小
学
校
と
統
合
、
児
童
バ
ス
に
て
通
学 

千
歳
川
神
社
水
溜
公
園
に
移
る 

室
蘭
（
日
鉄
）・
定
山
渓
方
面
へ
研
修
旅
行 

水
明
中
学
校
廃
校
、
中
・
高
生
徒
苫
小
牧
へ
通
学 

恵
庭
発
電
所
の
操
業
を
雨
竜
電
力
KK
に
移
管 

従
業
員
積
丹
方
面
に
研
修
旅
行 

千
歳
第
三
発
電
所
水
車
発
電
機
改
造
工
事
完
成 

千
歳
発
電
所
一
連
の
昇
圧
工
事
完
成
す 

村
上
所
長
送
別
大
相
撲
星
取
に
依
る
土
俵
入
り 

従
業
員
函
館
方
面
に
研
修
旅
行 

千
歳
第
一
発
電
所
一
号
工
事
、
配
電
室
工
事
完
成 

小
寺
リ
セ
さ
ん
千
連
線
（
社
宅
よ
り
三
〇
〇
㍍
）
付
近
に
て
、
熊
に
襲
わ

れ
て
死
亡 

雨
竜
電
力
KK
従
業
員
（
漁
川
）
王
子
製
紙
に
採
用
（
恵
庭
発
電
所
無
人
、

漁
川
よ
り
制
御
） 

千
歳
第
二
発
電
所
水
車
主
軸
折
損
事
故 

発
電
所
最
後
の
親
桜
会 

組
織
改
訂
に
依
り
勤
務
員
苫
小
牧
よ
り
通
勤 

発
電
所
従
業
員
・
家
族
の
お
別
れ
会 

発
電
所
解
散
会
（
於
苫
小
牧
成
志
会
館
） 


